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(1)更新前 (2)更新後

図２ 図１　排水立て管システム
●実験配管●実験配管●実験配管●実験配管

更新前 更新後

図１(1)に示すように既設排水横主管既設排水横主管既設排水横主管既設排水横主管は、１階
部分の土中に埋設されており、かつ排水ますへ
の接続配管径は100A接続配管径は100A接続配管径は100A接続配管径は100A  である。更新後も既設排
水横主管の一部を利用するため、排水ますへの
接続は100A100A100A100A のままである。
既設排水立て管は最下階の専用部PS 内を貫通
し、1）の排水横主管1）の排水横主管1）の排水横主管1）の排水横主管に接続されているため、
更新時には１階天井部で図１(2)のように オフオフオフオフ
セット配管セット配管セット配管セット配管とし既設排水横主管に接続する。 そそそそ
の納まりは図１(2)中の納まりは図１(2)中の納まりは図１(2)中の納まりは図１(2)中に示した通りである。
既設排水立て管は、汚水が100A、雑排水系統が
80Aの分流式で、更新後は図２のようにスラブ
上面で2系統の排水は特殊継手へ接続する合流
式とする。

現場配管を元に実験タワーに配管し、排水性能実験を行う。

　排水管更新工事では、配管スペースや施工の難易度などにより、やむを得ずオフセットや曲がりを設けな
ければならないケースもあります。築２６年を経過した低層集合住宅の排水立て管更新工事に際し、制約を
受ける更新後の配管を実験タワーで再現し、その排水性能について検証しましたので、その結果の一部を報
告します。

実験排水立て管システム
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　図３に、更新前の配管(横主管：ストレート配
管)にWM+S30 の排水を与えた場合と更新後の配
管（横主管：オフセット配管）に、それにWC の
負荷を加えた場合の管内圧力分布を示す。更新
前の4 階からの1 箇所排水で判定基準値である-
400[Pa]に近い負圧が発生し、4、3 階の2箇所排
水で判定基準値を超えた-603[Pa]の負圧が発生
した。しかし、更新後の1 箇所排水では、判定
基準値内におさまり、4、3 階からの2 箇所排水
でも、判定基準値内におさまった。また、2 階
に設置したトラップの封水損失は図４ に示すよ
うに、更新前配管で約30[mm]の損失値であった
が、更新後は損失値0[mm]であった。
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図３　圧力波形比較図

図４　封水損失
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